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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、ETSドメイン転写因子ファミリーおよび三元複合体因子（TCF）サブファミリーのメンバーをコードします。このサブファミリーのタンパク質は、血清応答因子によってリクルートされ、血清応答エレメントに結合することで転写を制御します。このタンパク質はシグナル誘導性リン酸化によって活性化されます。げっ歯類を用いた研究では、Ras非存在下では転写阻害因子として働き、Ras存在下では転写を活性化することが示唆されています。選択的スプライシングによって複数の転写バリアントが生じます。[RefSeq提供、2015年1月],機能：転写の負の調節因子である可能性がありますが、Ras、Src、またはMosと共発現すると転写を活性化する可能性があります。血清応答因子およびFos血清応答エレメントのETSモチーフおよびSRFモチーフと三元複合体を形成します。,類似性：ETSファミリーに属します。,類似性：1つのETS DNA結合ドメインを含みます。,サブユニット：CTBP1と相互作用します。,
	研究分野
	心血管系、血管新生、エフリン、Eph受容体、神経科学、神経伝達、細胞内シグナル伝達、キナーゼ、細胞型マーカー、ニューロンマーカー、成長円錐、神経学的プロセス、成長と発達、軸索誘導タンパク質、神経伝達、受容体/チャネル、チロシンキナーゼ受容体
	画像データ
	

	Elk3抗体を用いたHeLa細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。

